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軟骨形成を伴う胆嚢癌肉腫の 1例
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胆嚢癌肉腫は比較的まれな疾患であると言われている.症 例は72歳男性.主 訴は右季肋部痛で,腹

部超音波検査にて胆嚢内腔に不整形の腫瘤を認めたため当院に紹介された。胆嚢癌の診断のもとに,

拡大胆裏摘出術を施行した。病理組織学的には,腺 癌と紡錐形細胞肉腫の間に移行像を認め,そ の内

部に異型性の強い軟骨細胞を認めた。免疫組織学的検索により,真 の癌肉腫といわゆる癌肉腫の鑑別

を試み,軟 骨形成を伴ういわゆる癌肉腫と診断した.胆 嚢癌肉腫は本邦で約50例が報告されたにすぎ

ないまれな疾患である。その概念においては論争の絶えないところであり,若 干の文献的考察を加え

報告した。
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はじめに

胆嚢癌肉腫は,本 邦においても約50例が報告された

にすぎない非常にまれな疾患であり,そ の組織型も多

様である。今回,我 々は軟骨形成を伴う担嚢癌肉腫症

例を経験したので,若子の文献的考察を加え報告する。

症  例

症例 :72歳,男 性

主訴 :右季肋部痛

既往歴,家 族歴 :特記事項なし,

現病歴 :平成 8年 5月 頃より右季肋部痛を自覚。近

医を受診し,右 季肋部に腫瘤を触知したため精査目的

にて入院.腹 部超音波検査にて腫大した胆嚢と内部に

不整形の腫瘤を認め,胆 嚢癌の診断のもとに当院へ入

院となった,

入院時現症 :身長176cm,体 重65kg。結膜に貧血,

黄疸はなく,全 身状態は良好.腹 部触診上,右 肋骨弓

下に腫大した胆嚢を4横 指触知した。その他特記事項

なし.

入院時検査成績 :GPT,ALP,γ ‐GTP,CRP,Fi―

bttnogenの軽度上昇と,APTTの 軽度の延長を認め

たが,腫 瘍マーカーは正常範囲内であった(Table l).

腹部超音波検査 (US):胆 嚢は腫大し,その内腔に直

径約2,9cmの 辺縁が不整で乳頭状 に増殖す るlow

echoic massを 貫忍め, heterOgeneousな echo pattern
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Table I Laboratory findings on admission.

HrBc

RBC

Hb

Hct

Plat

T―Bll

GOT

GPT

LDH

ALP

γ‐GTP

AMY

BUN

CRE

TP

A i b

BS

CRP

PT

APTT

Fbg

RPR

TPHA

HBs ag

HCV ab

138 4 mEq/7

4 7 mEq/′

106 mEq/′

1 0mg/dl

1 0 _ 8 s ( 1 0 4 s )

41 6s(34 5s)

520 mg/dl

5,400/mm3

423X101/mm3

14 3g/dl

4 0 8 %

218×104/mm3

0 8mg/dl

381U/′

1 2 1 1 U /′

3101U/′

3631U/′

9241U/′

3231U

13 2 mg/dl

0 7mg/dl

6 8 g / d l

4 16g/dl

105 mg/dl

Ｎａ

Ｋ

Ｃ‐

CEA       2 5ng/ml

CA 19 9    21 lU/ml

を示していた (Fig.1).

腹部 computed tomography(以下,CT):単 純 CT,

造影 CTと もに,腫 大した胆嚢の内部にhigh density

な部分を認めた (Fig.2).

内視鏡的逆行性胆管膵管造影 (ERCP):胆 裏は,胆

嚢管より造影されず,そ の他に,総 胆管内に,結 石と

思われる陰影欠損を認めた (Fig。3).

選択的総肝動脈造影 :胆嚢動脈の encasementを認

め,胆 嚢の部位 にneovasculizationを認 めた (Fig.

4 ) .
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a defect of the gallbladder

shadow in the cOmmon bile

Fig. 1 Ultrasonography revealed the tumor, 2.9
cm in diameter, in the swelled gallbladder. It was
detected as a low echoic mass and had a hetero.
geneous echoic pattern.

Fig. 2 CT scan showed a high density mass in the
swelled eallbladder.

以上より,胆 婁癌の診断下に1996年8月 5日 拡大胆

裏摘出術を施行した。

手術所見 :腫大した胆婁を認め,大 網,結 腸を巻き

込んでいたため,肝 床部を含め,結 腸合併切除,Rl郭

清を施行した.

切除標本肉眼所見 :胆裏底部,体 部に乳頭状に増殖

した腫瘤を認め,胆 裏頚部から胆裏管にかけて腫瘍の

浸潤と思われる弾性硬の腫瘤を認めた。内腔には乳頭

状の腫瘤から脱落したと思われる小さな腫瘍塊を多数

認めた (Fig.5)。

病理組織学的所見 :不整型な腺腔構造が融合した腺

癌と,異 型性の強い軟骨細胞を認めた (Fig.6).写 真

右側上部から中央部にかけて,一 部癌腫への移行像を

認め,広 義の癌肉腫に相応すると考えた (Fig.7)。 ま

Fig. 4 Arterial phase of common hepatic angio-
gram demonstrated neovascularity and encase-
ment of cystic artery.

Fig. 3 ERC revealed
shadow and a stone
duct.
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Fig.5 The resected

l h`e polypoid tumor

the gallbladder

specimen of the gallbladder.

and  t he  sma l l  t umor  ue re  i n

Fig. 6 Microscopic findings. The tumor consisted
of adenocarcinoma and chondrosarcoma. (H.

E. XBO)

Fig. 7 There was a transitional zone between the

spindle cells and adenocarcinoma. It was so-

cal led carc inosarcoma. (H.E.  x430)

75$77)

Fig. 8 Immunohistochemical staining for keratin
(a) ,  v iment in  (b ) .
(a) Positive reaction to keratin in the car-
cinomatous element and slightly positive reaction
in the sarcomatous element. (keratin x400) (b)

Sl ightly posit ive reaction to vimentin in the car"
cinomatous element and the sarcomatous ele-
ment. (vimentin x 430)
a
b

た,郭 清したリンパ節には,腺 癌を認めたが,肉 腫成

分は認めなかった。

免疫組織学的所見 :癌腫成分は,keradnに 陽性,

vimentinにて弱陽性を示した。肉腫様部分は,keradn

に弱陽性,vimentinに 弱陽性であった (Fig.8).

以上より,軟 骨形成を伴う癌肉腫と診断した。

考  察

癌肉腫とは,1964年 にVirchowl)が上皮由来の癌腫

と非上皮由来の肉腫の両方の組織が同時に混在した腫

瘍に対して初めて提唱した概念であり,咽 頭,乳 腺,

肺,食 道,胃 ,勝 批,子 宮などにおいて報告がなされ

ているの,胆 嚢痛肉腫の最初の報告は,1907年 に Land‐

steiner3)によるものであり,本 邦においては1971年に

山際
4)が
最初に報告して以来1996年までに約50例が報

告されたにすぎない極めてまれな疾患であり,Born
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胆嚢癌 と同様の傾向を示 し,予 後は不良であるが,胆

嚢内に限局 した症例では,31か 月以上再発な く経過 し

ているもの も報告 されている
1。
.ま た,Inoshitaら つ

は,癌 が胆裏壁を浸潤 してい くの とは対照的に,癌 肉

腫の形態上の特徴 として,胆 嚢内腔に乳頭状発育 を示

すことが多いことをあげてお り,本 症例 も乳頭状の腫

瘤 として認められている。 この特徴をふまえ,腹 部超

音波さらに超音波内視鏡による診断の試みもなされ始

めている11)が,検査施行時の状態などにより,明確に診

断できるところまでは至っていないのが現状のようで

ある.

胆嚢癌肉腫は症例数が少な く,そ の発生過程,分 類

などの面で,い まだ論争の絶えないところであ り,今

後の症例の集積を望むところである。
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ら5)の報告によれば全胆嚢癌60症例中 1症例 (17%)

に認められている.

胆道癌取扱い規約。の中で,癌 肉腫とは,『_上反性の

癌と非上皮性の肉腫が混在するものをいう。未分化な

上皮性腫瘍細胞が非上皮性細胞に類似した形態を示す

ことがあるので,両 者の移行像がないことを確かめて

おく必要がある。』と述べられている。癌肉腫は,肉 腫

成分が間葉系細胞への明らかな分化を示ないものか

ら,筋 ,骨 ,軟 骨,脂 肪への分化を示すものまで多彩

な組織像を呈し,そ の肉腫成分が問葉系細胞由来であ

るのか,あ るいは,上 皮系細胞が非常に未分化な状態

となり2次 的に問質系細胞由来のものときわめて近い

形態を示しているのかが問題となり,前 者を真の癌肉

腫 (true carcinosarcoma),後 者をいわゆる癌肉腫

(so―called carcinosarcoma)あ  る ↓ゝ は 偽 肉 腫

(pseudosarcoma)と している。しかし,そ の定義,概

念については論争の絶えないところであり,Inoshita

らのは,紡 錘状あるいは多形性の癌腫が肉腫様変化を

帯びたものなどのような偽肉腫様の癌腫が真の癌肉腫

と混同されていることを指摘し,非 上皮性成分として

骨,軟 骨,横 紋筋成分の存在をもって癌肉腫としてい

る.し かし,光 顕的に,こ れらを明確に鑑別するのは

困難であり,近 年,酵 素投体法や免疫組織化学的検索

により,肉 腫成分が上皮性か,非 上皮性かを判断しよ

うとする試みゆもみられている。本症例では,上皮細胞

とその腫場のマーカーである keraunに て癌腫部分は

陽性,肉腫部分は弱陽性,間葉系細胞とその腫瘍のマー

カーであるvimentinに て癌腫部分 と肉腫部分 ともに

弱陽
′
性を示した。このような keratinと vimentinの二

重発現性においては,数 多くの上皮性回形腫瘍で認め

られておりり,診 断根拠 としていまだあいまいな場合

も多いと言えよう。また実際には,ホ ルマリン固定さ

れた検体より癌肉腫と診断され,こ れに対して免疫組

織化学的検索を施行した場合,そ の抗原性がホルマリ

ン固定液によって失活されるため満足のいく明瞭な結

果が得られないとも考えられる.

臨床的な面では,術 前に胆嚢癌肉腫と診断するのは

困難であり,ほ とんどの例で胆嚢癌として手術あるい

は剖検を受けている.西原らいによると,平均年齢687

歳,男 女比は1:4.5,有 石率676%で あり,一 般的な
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A Case of Carcinosarcoma of the Gallbladder
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We report a case of carcinosarcoma of the gallbladder. A 72-year-old man was admitted with a
complaint of right upper quadrant pain. Ultrasonography revealed a tumor in the gallbladder. We
diagnosed carcinoma of the gallbladder and performed extended cholecystectomy. Histologically, the
tumor consisted of adenocarcinoma and chondrosarcoma. There is a transitional zone between the spindle
cells and adenocarcinoma. Not only microscopic findings but immunohistochemical findings are useful to
distinguish between true carcinosarcoma and so-called carcinosarcoma and we diagnosed this case as
carcinosarcoma with chondrosarcoma. It is extremely rare and only about 50 cases have been reported
in Japan. There are constant disputes about the general concept of carcinosarcoma.
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